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報 告 経 の 道 種 番 号 調 査 時 の 道 硝 番 号

SK2 SP40
SK3 SP16
SK4 SK2
SDl 2

SD2 3

SD3
SBl SP

SP40 P56
SP41 SP57

(3)遺物観察表の表記方法は次のとおりである。

1 遺物の法量の中で ( )を付けているのは残存値である。

2 色調が内外面とも同じ場合には外面のみ表記する。

3 土器胎土の粒土表記の基準

微砂1:非常に細かい 細砂 :径 0.5 1Mll以 下 粗砂 :径 0.5～ l ll14 細礫 :径 l lmll以上

(4)遺物番号は通し番号とし,図版の遺物の数字は遺物番号である。

(5)本報告書で用いる高度値は海抜であり,方位は座標北である。

(6)本報告書の第 2図「周辺主要遺跡分布図」の作成にあたり,国土地理院発行 1/25,000地

形図「高松南部」を使用した。

(7)図の縮尺は次のとおりである。

遺構 遺構配置図 :1/400   SB:1/40   SDi1/40, 1/100
SK:1/20, 1/40  SP:1/20, 1/40   SR:1/80
噴砂 :1/80

遺物 土器 :1/2, 1/4  石器 :1/2, 1/4  木製品 :1/4
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本報告書は,都市計画道路東浜港花ノ宮線建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書である。

発掘調査地ならびに調査期間は,次のとおりである。

高松市桜町二丁目          平成 11年 11月 17日 ～平成 12年 1月 31日

発掘調査および整理作業については,高松市教育委員会が実施し,文化部文化振興課文化財専門

員 小川賢が担当し,中西克也 (讃岐文化遺産研究会)が補佐した。

本報告書の執筆は,第 1章第 1節を小川,第 1章第 2節 。第2章 。第3章 。第 5章 を中西力光子い,

編集は小川 。中西力光子った。

5 第4章の花粉分析は (株)パレオ・ラボに委託し,報告をいただいた。

6 本報告書掲載の遺物写真撮影は杉本和樹 (西大寺フオト)に委託した。

7 出土遺物ならびに図面・写真類は,高松市教育委員会において保管している。

8 発掘調査および整理作業・本報告書刊行にあたつて,下記の関係諸機関ならびに方々からご教示・

ご指導をいただいた。

香川県教育委員会  財団法人香川県埋蔵文化財調査センター

9 本報告書における表記および記述に関する凡例は,以下のとおりである。

(1)遺構の略号は次のとおりである。

SB・ ・掘立柱建物   SD・ ・溝

SR・ ・旧河道

SK・ ・土坑   SP・ ・柱穴

(2)遺構番号は調査時に付けた番号を廃棄し,整理段階で新たに設定した。下の表は遺構番号

を変更した遺構のみ表記する。



第 1章 調査の経緯と経過

第 1節 調査の経緯

東中筋遺跡が所在する高松市桜町二丁目は,高松市北部に位置している。西に望む紫雲山の東麓に

は高松落 12万石が残した回遊式庭園があり,特別名勝栗林公園として高松随―の名所となっている。

遺跡の現況は水田であるが,周辺部は市立学校や病院のある閑静な住宅地であり,ま た北部では」R,

私鉄駅や商業地等が広がり高松旧市街の南部に繋がる。近年では,高松を東西に横断する都市計画道

路室町新田線の開通や移設してきた高松市保健センターを中心に市街化が一層進みつつある。

遺跡調査の契機となったのは,室町新田線から高松港の東部,東浜港へ南北に貫く都市計画道路東

浜港花ノ宮線建設工事であり,工事が広範囲に及ぶため,事業の主管課である高松市都市開発部都市

計画課の協力により事前の確認調査を実施した。

区間の北部となる既存の道路拡幅部分では,工事の工程に合わせて,

随時確認調査を行つたが,第 1図の瓦器椀や弥生土器等の土器片以外は

明確な埋蔵文化財を確認できなかった。区間の南部,新規道路建設予定

地内では,平成 9年度および平成 H年度に実施した確認調査から弥生

時代を中心とした埋蔵文化財の存在が明らかとなり,都市計画課と協議

の結果,平成 11年度で 1,245ポ を,平成 12年度で 700だ を対象に本調

査を行うこととなった。

本書 (東中筋遺跡 第一冊)は,平成 H年度に行った調査範囲につい

て報告し,平成 12年度の調査については,平成 14年度に報告書 (東中

筋遺跡 第二冊)の刊行を予定している。

0            10cm

番

ヶ 器 種
族霊(cn,

形態 手法の特徴
色  調

月介  」
虞 径 爆 fhi 外 ″、

1 瓦器 椀 60 外面鍵ミガキ 格 子日状のRIltk κri7 5 ・ヽ8,1 隋ft

第 1図 試掘調査 トレンチ出土遺物実測図  (S11/4)

第 2節 調査の経過

発掘調査は,平成 H年 11月 17日 から平成 12年 1月 31日 まで実施した。

調査は,最初に現水田耕作土 。床土と2面の近世条里型水田耕作土を重機により全面掘削し,土層

観察と排水のための側溝を全壁にわたつて掘削した。その後,地山直上に薄く残つている近世条里型

水田耕作土を人力掘削し,遺構検出作業を行つた。その結果,調査区北側にピット群が検出され,南
側に溝・土坑・柱穴 。掘立柱建物 。近代の粘土採掘跡の遺構が検出された。調査区の中央部分は旧河

道である事が確認された。

検出時の遺構配置図と土層図の作成後に,12月 9日 から南側の遺構の調査を開始した。まず,近代

の粘土採掘跡を完掘し,SDl～ 3,SKlの 調査を行つた。 S Dlの 底面にSK2が検出された①

SKl～ 3は完形の上器が出土し,土層図・平面図を作成 し,写真撮影を行つた。SDlの平面図を作

成後にSK4の掘り下げを行つた。柱穴を完掘し,調査区南側の調査を終えた。12月 15日 からSR
lの掘り下げを開始し,1月 22日 に終了した。SRlの南岸では弥生土器・土師器・須恵器の土器が多

量に出上したため,土層毎に掘削し遺物の取り上げを行つた。河床では縄紋時代晩期～弥生時代前期

の上器と木製品が出上した。 1月 19日 に北岸斜面で焼夷弾の一部が出土した。1月 22日 に調査区北

西部に検出した遺構の調査を終えた。24～26日 は雨のため調査は中止となった。27・ 28日 に航空写真

沢」量の準備を行い,29日 は航空写真測量の後に個々の遺構の写真撮影を行つた。31日 にSRlの上壌

サンプルを取り,調査を終了した。
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第 2章 地理的・歴史的環境

第 1節 地理的rn―境

瀬戸内海に北面した香川県のほぼ中央に,低い山塊に囲まれた高松平野がある。高松平野は西側が

南から工色台へと続く山地,東側が立石山山地によって取り囲まれた東西 20 km,南北 16 kmの 範囲に

及んでいる。いずれの山地も花闘岩の上に緻密で侵食を受けにくい安山岩がキャップロックと呼ばれ

る形でかぶさっており,そのため平野周囲の山塊のように侵食解析から取り残された台状の平坦面を

有する山地 (メ サ),あるいは,平野内部に見られる由良山等の孤立丘 (ビュー ト)と なつており,高
松平野の自然環境を特徴付けている。

高松平野は,完新世に入つてから形成されたものである。讃岐山脈から流下し,瀬戸内海へ注ぐ香

束川をはじめ,本津川,春 日川,新川などによって搬出された堆積物により緩やかな傾斜の扇状地を

形成している。現在石清尾山塊の西を直線に北流する香東川は,17世紀に人工的に固定されたもので,

それ以前には石清尾山塊の南側を回り込んで平野中央部を東北流する流路も存在 していた。この旧流

路は,現在では水田および市街地の地下に埋没してしまっているが,空中写真等から,林町から木太

町へかけての分ヶ池,下池,長池,大池,ガラ池を結ぶ流路等数本の旧河道が知られており,発掘調

査によつてもその痕跡が確認されている。

本遺跡が所在する高松市街の中心に近づくにしたがい,傾斜が緩やかになっており,こ こには海岸

におつて束西に延びる微高地の砂堆が形成されており,海の影響を受けていたと考えられる。ボーリ

ングデータによれば,栗林公園付近から松縄町,久米池より北側では海成層の存在が確認される。高

松市街付近では,現地表面下 10～ 12m以浅が最終氷期末以降の堆積物であると推定できる。本遺跡に

束隣する桜町中学校でのポージングデータでは,現地表面下 3mま ではシル ト質砂,3～ 7mは粘土,

7～ 8mはシル ト質砂,8m以下は礫となっている。この現地表面下8mが沖積層と洪積層の境であり,

これより上が最終氷期末以降の堆積物である。

第 2節 歴史的環境

東中筋遺跡が所在する高松平野では,近年の大規模開発に伴う発掘調査によつて多くの遺跡が調査

され,少 しずつではあるが遺跡の状況がわかつてきた地域である。おおまかではあるが,各時代を追

って遺跡の状況を見ていきたい。

高松平野で最古の遺跡は旧石器時代にさかのばる。平野西南部の中間西井坪遺跡ではAT火山灰層

上層からナイフ形石器が出上している。このほか,香西南西打遺跡や雨山南遺跡,久米池南遺跡など

の平野縁辺での出上が目立ち,平野中央部では今のところ知られていない。

縄紋時代では,大池遺跡で草創期と見られる有舌尖頭器 2点の表採が報告されている。中期では,

井手東 I遺跡においてアカホヤ火曲灰の堆積層が確認されており,高松平野の形成過程をうかがうこ

とができる。晩期になると旧河道出土遺物であるが,林・坊城遺跡,居石遺跡等で土器や木製品の出

上が知られている。

弥生時代になると遺跡数は飛躍的に増加する。前期の環濠集落として知られる天満・宮西遺跡,中
期ではさこ。長池遺跡, さこ・長池Ⅱ遺跡が見られる。後期では十数棟の住居跡と大量の廃棄土器を

伴う天満・官西遺跡があげられる。これら集落遺跡の他に, さこ・長池遺跡, さこ 。長池Ⅱ遺跡,弘
福寺領田図北地区比定内遺跡では小区画水田を検出している。

古墳時代では,弥生終末期から続く上天神遺跡,凹原遺跡,空港跡地遺跡で初頭の集落,太田下・

須川遺跡では中期の集落を検出している。生産関連の遺跡としてはさこ・松ノ木遺跡の水田,三谷二

郎池の須恵窯跡,中間西井坪遺跡の上師質陶棺焼成上坑が知られるが,古墳時代金般を通じて集落は
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希薄である。一方古墳は,ほぼ古墳時代金期間を通じて地域単位で断続的に展開している。その中心

的存在である石清尾山塊古墳群は頂上部の尾根筋を中心とした前期の積石塚の築造が途絶えて 100年

以上の断絶を経た後,盛 り上の群集墳が爆発的に盛行する。積石塚は, 2基の双方中円墳と9基の前

方後円墳で構成される。鶴尾神社 4号墳は発生期の古墳として著名であり,群中最大の猫塚古墳は双

方中円墳という特異な墳形であり,複数の埋葬施設を有する。石船塚古墳は後円部中央に今J抜式石棺

を有する。

古代では条里遺構と古代寺院跡が注目される。中でも松縄 下所遺跡は地表条里と同方向の道路状遺

構を検出し,時期も7世紀代までさかのばり得るなど,高松平野の条里施行に関わる可能性がある重

要な遺跡である。また, 日本最古の荘園田図として名高い 「弘福寺領讃岐国山田郡田図」の北地区比

定地が大池周辺に存在する。やや位置的に外れるが,この田図と同時期の井戸が発見された遺跡とし

て木太本村Ⅱ遺跡があげられる。古代寺院跡では宝寿寺跡,山下廃寺,下司廃寺,高野廃寺,拝師廃

寺,坂田廃寺,多肥廃寺,勝賀廃寺などが知られている。

中世では,城館が多数知られている。東中筋遺跡の東側の本太町には神内氏の神内城が存在する。

木太南小学校の校庭が比定地であり,調査の結果 15～ 16世紀の遺物を包含する幅 2.6mの溝が確認さ

れている。神内城の東側,白 山神社古墳を挟んで土塁状の遺構が残る真鍋氏の向城が知られている。

神内氏は十河氏方,真鍋氏は香西氏方の部将で,数百メー トルしか離れていないところに城を築いて

いることが特徴的である。松縄町の天満 。宮西遺跡に東隣して松縄城が存在している。また,伏石町
のキモンドー遺跡においては,佐藤氏の佐藤城の堀を検出している。さらに目を西に転じれば,西ハ

ゼ町の西ハゼ土居遺跡では,堀や塀を巡らした屋敷が 3棟検出された。最大の屋敷は約 44だ,中規模
のもので約 33だ,小規模のもめで約 22ポと推定される。最大の屋敷地の堀から用用雑器に加え瓦や

青磁が出上した。

近世では,東山崎 。水田遺跡,川南 。東遺跡,川南・西遺跡において,春 日川の氾濫による洪水砂

層上に営まれた集落跡が検出されている。また,近世は大規模な土木工事の時代でもあつた。特に西

嶋人兵衛による香東川の付け替えとこれに関連して木太町周辺の干拓と新田開発が注目できる。後に

松平頼重によりさらに北側の干拓が行われ,ほぼ現在の海岸線となった。しかしながら低地であるこ

とから,1710年,1722年,1866年の大風雨において春日川や新川の決壊が起こり,多大な被害が記
録されている。現高松市美術館の紺屋町遺跡では陶磁器や木簡が出土し,高松城東ノ丸跡や地久櫓台,

三ノ丸跡,サンポー ト高松整備に伴う埋蔵文化財発掘調査において石垣や建物礎石などの遺構が検出
され,往時の城下町の姿が次第に明らかになってきている。
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高松市教育委員会 1999～2000『都市計画道路室町新田線埋蔵文化財発掘調査報告書 第 1～2冊』
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1.東中筋遺跡

5.キモンドー遺跡

9。 上西原遺跡

13.大 田下・須川遺跡

17.井手東 I遺跡

2.稲荷山姫塚

6.天満 。宮西遺跡

10.弘福寺領田図比定地

14.蛙股遺跡

18.さ こ・長池Ⅱ遺跡

3.西ハゼ土居遺跡

7.松縄下所遺跡

11.大池遠跡

15.居石遺跡

19.さ こ・長池遺跡

4.松並・中所遺跡

8.境目・下西原遺跡

12.上天神遺跡

16.井手東Ⅱ遺跡

20.汲仏遺跡

第 2図 周辺主要遺跡分布図 (S:1/251000)
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第 3章 調査の成果

〕      10m

第 1節 調査区の位置

東中筋遺跡が位置する桜町二丁目は市

街化の著しい区域であるが,その中に水

田がわずかに営まれている。東中筋遺跡

は,都市計画道路室町新田線と高松琴平

電気鉄道琴平線が交差する踏み切りを束

へ 50m行つた水田に所在 し,北東側には

桜町中学校と高松第一高等学校がある。

さらに,約 250m束には御坊川が北東方

向に流れている。遺跡周辺の水田の標高

は 6.60mで あり,南から北に向かって緩

やかに低くなつている。

調査区は道路建設に伴う発掘調査であ

るため南北方向に細長く設定され,南端

は都市計画道路室町新田線と接する。全

長は 79m,幅は 16mを測る。調査区の

南端部は交差点になるため幅が 30mにな

り,東側と西側に調査区が三角形に拡張

するが,西側は搬入道を確保する必要か

ら未調査部分となつている。

第 2節 基本土層

旧河道を除く微高地の土層堆積は次の

とおりである。最上位は現水田耕作土で

あり,厚さは約 20 cmである。その下には

1面ないし2面の近世条里型水田耕作土

の淡黄色シル ト質極細砂が堆積し,その

下は遺構確認面の地山となる。調査区の

南東部ではこの層が堆積しておらず,現

水田耕作土の直下は地山となる。

旧河道の土層堆積は,第 3節で詳細に

述べるが,埋没後の凹地に上層の堆積が

多く見られ,水田の耕作上が検出されて

いる。
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第 3節 遺構 。遺物

1) 弥生時代

1 土坑

SKl (第 4・ 5図 )

調査区南端中央において単独で検出された土坑であり,中央部は側溝の掘削によリー部消滅する。

検出面のレベルは標高 6.34mである。土坑の平面形は南側が直線をなす不整な楕円形を呈する。南

北方向の長軸は 1.30m,東西方向の短軸は 1.16mを 測る。確認面からの深さは最深部で 0.44mで あ

る。北半部の掘り込みは緩やかな傾斜であるが,南側は非常に急傾斜でありほぼ垂直に掘り込まれて

いる。底面も不整な精円形を呈し,中央部にわずかな落ち込みがある。埋土は 5層に分層されるが,

1・ 2層 と3～ 5層に大別される。その堆積はレンズ状堆積である。

遺物は,弥生土器壷 (2～ 5),同甕 (6),石製品 (7),そ の他の弥生土器片である。上器の時

期は弥生時代前期であると考えられる。

2は小型の壺でほぼ完形であり,日縁部は短く外反する。口縁部は横ナデ・横方向のヘラナデが施

され,胴部外面下半に精円形の黒斑がある。 3はほぼ完形の広日壷で,頚部外面に5条の箆描沈線,

胴部外面中央に2条の箆描沈線が廻つている。胴部外面と口縁部内面,胴部内面下半はヘラミガキ,

日縁部外面はナデ,胴部内面上位は指すデが施される。 4・ 5は胴部上位の破片で,木葉紋がある。

6は胴部上位片であり,外面に沈線を有する。

1写

ヨ

0           50cm

<

|∪

暗褐色シル ト質極細砂 (7 5YR3/3)

暗褐色シルト質極細砂(7 5YR3/3 灰黄褐色
シル ト質極細砂を含む)

黒褐色シルト質極細砂 (10YR3/2)

黒色シル ト質極細砂(10YR2/1粘 性強い)

黒褐色十暗褐色シル ト質極細砂
(10YR3/1+3/4)

A6,400m B

平・断面 図
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第 4図  SKl (S i1/20)



鋒h

汚

――

同

口

岬

9           10cm

9            1 ocm

第 5図  SKl出 土遺物実測図 (S i1/2,1/4)

SK2 (第 6・ 7図 )

調査区南側において検出された土坑であり,上面はSDlによって削平されている。
この土坑はSDl完掘後に検出されたため,確認面のレベルは標高 6.15mである。現存する平面形

は楕円形を呈し,その規模は,南北方向の長軸で 1.02m,東西方向の短軸で 0.59mを測る。確認面か

らの深さは 0,14mで ある。掘り込みは非常に緩やかであり,底面との境は不明瞭である。底面はほぼ

平坦である。埋土は黒褐色と暗桐色シル ト質極細砂の単一層である。

遺物は,弥生上器空 (8),そ の他の弥生土器片数点である。土器の時期は弥生時代前期である。
8は完形の小型甕であり,上坑の南寄りの底都直上より出土した。口縁部の直径は 14.2X12.7 cm,

底径は 5.9× 5。 l cm,器高 13.5～ 14.2 cmを 測り,左右非対称の形態をなす。日縁部は逆 L宇状口縁を

なし,胴部外面上位に4条の箆描沈線を巡らす。沈線は螺旋状に描かれており,土器の正面位に沈線
の接′点が見られる。口縁端部外面に刻目が施される。胴部外面は縦方向の刷毛目,内面は箆ナデが施

される。底部周縁部はナデが施されるが,中央部は未調整である。

SK3 (第 8・ 9図 )

調査区南側において検出された土坑であり, SDlに 土坑の北西部分は切られている。

確認面のレベルは標高 6.31mで ある。平面形はやや不整な楕円形を呈し,その規模は,南北方向の

0            5 cm

番
器 種

法 最 (cm)
形態・手法の特徴

調
月台 上虞 体 器 高 外 ν司

2 弥 牛 1界 蓉 5 144 外面艶ケズリ・サデ・箆ナデ 内而歳ナデ け デ 天貫 25Y7/2 ¶,少

弥生上器 螢 124 外面飽ミガキ・箆描沈線紋 内面箆ミガキ・指ナデ m砂～細礫
弥生

「
器 滞 外面箆ミガキ・木葉紋 内面サデ Eい 責橙 10YR6/3 沌い黄橙  10YR7/ 石支・昆石 角ヽ関 7i

弥生上器 ●
‐

米面ナデ・木篤紋 内面サデ 屯い黄構 7 5YR7/8 石英 長石・角閑イ
6 弥生上器 甕 小面箆ミガキ,沈繰 内面 lii頭 圧狼 石英 ,金電 ll

番 号 器 種 全 長 (cm) 最大幅 (cn) 衰大厚 (cn) 重さ(質) 材 質 特徴
7 石材 31250 砂岩 片面は滑らかである
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0          50cm

A6,400m

o           10crn第 6図  SK2平 ・断面図 (S:1/20)

番

号 器 種
法量 (cm)

形態・手法の特徴
色  調

胎  上
外 内

8 弥生土器 甕 114 米面刷 毛 日・箆祐沈線4条 口縁端部 に刻 目紋 炎黄 25V8/3

第 7図 SK2出 土遺物実測図  (S:1/4)

暗褐色シル ト質極細砂

(10YR3/32層 を若干含む)

にぶい責褐色シルト質極細砂

(10YR5/3灰 白色土を若干含む)

A6,400m

第 8図  SK3平 ・断面図 (Si 1/20)
Ⅵ プ

0           10Cm

番
器 種

法 最 (tE)
形態・手法の特徴

色  V・L jtr,  1

瓜 径 器 I吉 外 内

9 大外雨ナデ 外面一 rTJ盤 ミガキ 糀ヤヽ‖出 7 5YItS/3 F'交・紬砂 ～細礫

第 9図  SK3出 土遺物実測図

-8-
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長軸で 0.88m,東西方向の短軸で 0.65mを測る。確認面からの深さは 0.07mを 測り,底面はほぼ平

坦である。底面の南端部に精円形の落ち込みがあり,最深部の深さは 0.13mを測る。掘り込みは緩や

かであり,断面は逆台形を呈する。埋土は暗褐色シル ト質極細砂とにぶい黄褐色シル ト質極細砂であ

り,前者が南端部の落ち込みに充填されている。

遺物は,弥生土器甕 (9),そ の他の弥生土器数点である。上器の時期は弥生時代前期末である。

9は土坑の南端部の埋土中位より出土した甕であり,胴部の中央部分を欠損する。推定の器高は 25

cmである。国縁部はわずかに外反 し,いわゆる「如意状」口縁であり,胴部は無紋である。

SK4 (第 10・ H図 )

調査区の南側で検出された土坑であり,SR lの南岸を掘り込み, SD2と 2個のピットに切られ

ている。上坑の東側は調査区外に延びている。

確認面のレベルは標高 6.17mである。検出された範囲の平面形は不整な楕円形を呈し,南北方向の

長軸は 2.45m,東西方向の残存長は 0.98mを測り,確認面からの深さは最深部で 0.40mで ある。掘

り込みは急傾斜であるが,北側は若干傾斜が緩やかになつている。底部は中央より北側が深くなつて

おり,その比高差は 0.26mである。埋土はわずかに色調の異なる3層の褐灰色シル ト質極細砂であり

自然堆積を呈する。

遺物は,弥生土器甕 (10・ H),同壺 (12),その他の弥生土器片である。土器の時期は弥生時代前

期である。

5

第10図  SK4平 ・断面図 (S:1/40)

1 現水田耕作土
2 明掲灰色シル ト質極細砂

(7 5YR7/1)

3 掲灰色シル ト質極細砂

(10YR4/1)
4 SD2
5 褐灰色シルト質極細砂

(7 5YR5/1)

6 褐灰色シル ト質極細砂
(7 5YR4/1)

7 褐灰色シル ト質極細砂
(7 5YR4/1地 山を多く含む)

0        1m

攀‖悧轟ヽ w  印

第11図  SK4出 土遺物実測図  (S:1/211/4)

番

矛 器 種 形態・手法の特徴
色  調

月台  と
11イモ 底 体 器 高 外

弥生上粋 賓 Å外而膝波 いキ番 7 5YR7/2 だ缶褐 10YR6/2 細 V1/多 R

(27) 内外面ナデ 外面沈線紋 沌い縛 7 5YR6/4 ILヽ
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2 桂穴  (第 12・ 13図 )

A6,400m

B

A6,300m

B

0           50cm

第12図  S P15。 29平・断面図 (S:1/20)

第13図  S P17平・断面図 (S:1/40)

1

B
2

3

褐灰色シル ト質極細砂

(10YR4/1)

褐灰色+にぶい黄褐色シ
ル ト質極細砂

(10YP5/1+5/3)
灰黄褐色シル ト質極細砂

(10YR5/2)

0         1m
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2) 古墳時代

1溝
SDl (第 14・ 15図 )

調査区の南側において検出された

溝であり, SK2・ 3, S P22・ 27・

38～35を切つており,近代の瓦用の粘

土採掘跡により上面を削平される。溝
の北端には試掘 トレンチが掘削されて

いる。

検出面のレベルは標高 6.25m前後
である。溝の方位はN-40°―Eを示 し,

SD2と平行して延びており,SRlの
南岸ともほぼ同方向である。検出した

企長は 17.90m,幅は 0.60～ 0.93mを

測る。確認面からの深 さは 0.o7～
0.15mで ある。溝の掘り込みは非常に

緩やかであり,断面はU字形を呈する。

底面のレベルは南から北に向かって緩

やかに低くなっており,南端の標高は

6.19m,北端では 6.1lmである。埋土

は灰色シル ト質極細砂の 1層 と灰色+
黄灰色シル ト質極細砂の 2層に分層さ

れるが, 2層は底面に薄く堆積するの

みである。

遺物は,土師器壷 (13・ 14),須恵

器杯身 (15),同高杯 (16),弥生土器

寮 (17)で ある。

13・ 14は壺の日縁部であり,内外面

とも摩滅 し調整は不明である。13は大

きく外反 し, 日縁端部はやや角ばる。
14は内面に段を持ち,日縁端部が若干

尖る。

15は器高の低い杯身であり,斜めに

延びる受部から内傾する短い口縁部が

付いている。

16は 日径に対 して器高の低い高杯
であり,杯部は浅い半球形を呈し, 日

縁端部はやや尖る。脚部は短く大きく

広がり,脚裾部は明瞭な段を持ち立ち

上がる。15。 16はその器形の特徴から

7世紀初頭のものと考えられる。

17は弥生土器の甕底部であり,混入

したものである。底部は若干上げ底で

ある。内外面とも摩滅 しているが,内
面に部分的にナデが残存する。

灰色シル ト質細砂 (5Y6/1)
1層 十黄灰色シル ト質細砂

(5Y6/1+25Y5/1)

灰色シル ト質細砂 (5Y6/1)

0         1m

2m

第14図  SDl・ 2平・断面図 (S:1/40,1/100)
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0           1 0Cm

第15図  SD2出 土遺物実測図 (s :1/4)

灰
場身マ普鳥縁号覺監ケi'ど暫急)灰

色

0         1m

0         ∠

一 3平・断面図 (S:1/40,1/100)

SD2 (第 14図 )

調査区の南側においてSDlの西側で検出された溝であり, SK4と SR lの南岸を切つており,

近代の瓦用の粘土採掘跡により上面を削平される。溝の北端には試掘 トレンチが掘削されている。

検出面のレベルは標高 6.25m前後である。溝の方位はN-40°一Eを示し, SDlと 平行して延び

ており,SR lの南岸ともほぼ同方向である。SDlと SD2の距離は芯芯間で 1.75～2.00mを測る。

検出した全長は 18.70m,幅は 0.20～ 0。 90mを測り,南側になるにしたがい幅は広くなつている。確

認面からの深さは 0.02～ 0.10mで ある。溝の掘り込みは非常に緩やかであり, 断面はU宇形を呈す

る。底面のレベルは南から北に向かつて緩やかに低くなっており,南端の標高は 6.21m,北端では 6.09

mであり,その比高差は 0.12mで ある。溝北側の底面直上から拳大の石が数個検出された。埋土は灰

色シル ト質極細砂の単一層である。

遺物の出土は非常に少なく,数点の上師器片・須恵器片のみであり,図化できるものはなかつた。

SD3 (第 16図 )

調査区の南東側において検出された溝である。

検出面のレベルは標高 6.24m前後である。溝の方位はN-50° 一Eを示し,溝の南側は長さ0.80m

が後世の削平を受けているが,検出できた全長は 4.40m,幅は 0.40mを測る。確認面からの深さは

0.07mで ある。溝の 断面はU字形を呈する。底面のレベルは南から北に向かつて緩やかに低くなって

おり,南端の標高は6.19m,北端では 6.17mである。埋土は灰褐色シアレト質極細砂である。

遺物の出土は非常に少なく,数点の上師器片・須恵器片のみであり,図化できるものはなかつた。

衡
皇
与

器 種
量 (el)

形態・手法の特徴
色  調

胎  上

底 径

上師器 壷 よ角張る 内外面摩滅

‐ ４

一
‐ ５

十師器 嶺 口縁端部はやや尖る 内外面摩滅 接合反________ 10VR8/2 at彰 黄ヽ橙 10YR7/ 微～細砂

須恵器 杯身 同越ナデ N7/

須点器 高杯 1

l N8/

k黄褐 10YR6/2 れい黄橙 10YR7 ご革・rr石 多量
17 弥生上器 甕 74

第16図  SD
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3) 江戸時代

1 掘立柱建物

SBl (第 17・ 18図 )

調査区の南東隅において検出された掘立柱建物であり,北側と東側の調査区外に建物は広がる。

確認面のレベルは標高 6.20～ 6.26mである。検出できたのは,南側列柱の柱穴 3個 とその北側の 4

個の柱穴だけであり,建物全体の平面形や規模は不明であるが,柱穴の位置から総柱建物であると考

えられる。南側列柱の方位はN-37° 一Wを示す。検出された南北長は2.00m,東西長は 5,74mを測

る。柱穴間の芯芯距離は 1.70mである。柱穴の平面形は, P-2・ 3の楕円形を除き円形を呈し,そ
の直径は 0。 18～0.40mで ある。深さは 0,09～0.33mを測る。P-1は中心に柱材の一部が直立し,そ
の周囲には 4個の詰石が残存する。埋土は 4層 に分けることができる。

遺物は,柱材 (18)と 数点の上師質土器片のみであり,図化することのできる土器片はなかった。

18は,現存長 27.7 cmを 測り,遺存状態は非常に悪い。明瞭な加工痕は見られなかつた。

ι

u」 00,19v

1

2

3

4

黒褐色シル ト質極細砂
(10YR2/2)

浅責色シル ト質極細砂
(25Y7/3 にぶい黄掲色シル ト質
極細砂 0 0YR5/4)を合む)

灰責褐色シル ト質極細砂
(10YR5/2)

灰白色シルト質極細 (10YR7/1)

0         1m

C6,400m D

第17図  SBl平 ・断面図 (S:1/40)
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番号 器 種 全長 (ca) 駿大幅 (cm) 駿大厚 (cm 重さ(質 ) 材質 特徴

柱材 (277)

第18図  SBl出 土遺物実測図 (S:1/4)



2 柱穴

SP2
調査区の南東隅において検出されたピットである。確認面のレベルは標高 6.23mで ある。平面形は

円形を呈し,直径は 0.14m,深 さは 0.10mを測る。埋土は灰白色シル ト質極細砂である。

SP9～ H・ 18～ 20・ 25・ 26

調査区の南側中央で検出されたピットで,確認面のレベルは標高 6.20～ 6.25mで ある。平面形は円

形を呈し,直径は0.15～ 0。 42m,深 さ0.02走 0.14mを測る。埋土は灰白色シル ト質極細砂である。

S P30・ 40・ 41

調査区の南西側で検出されたピットである。確認面のレベルは標高6.25mである。平面形は円形を

呈し,直径は 0.18～0.35m,深 さは 0.15～ 0.42mを測る。埋土は灰白色シル ト質極細砂である。

S P51-54

調査区の北西側で検出されたピットで,確認面のレベルは標高 6.00m前後である。平面形は円形を

呈し,直径は 0.12～0.25m,深 さは 0.08～ 0。 17mを測る。埋土は灰白色シル ト質極糸田砂である。

4) その他

1 噴砂  (第 19図 )

調査区の北西側において検出された噴砂である。確認面のレベルは標高 6.00m前後である。平面形

は不整な帯状を呈し,全長は約 6.00m,幅は 0,70～ 1.20mを測る。上層断面の観察によれば,確認面

より0。 90m以上深い所から砂が噴き上がっている。噴砂は遺構と切り合っていないので,その時期は

不明であるが,噴砂の上面に江戸時代の水田耕作上が堆積 していることより,噴砂は江戸時代以前に

発生した大地震に伴つたものと考えられる。

0        2m

第19図  噴砂平・断面図 (S:1/80)

2 旧河道

SRl (第 20～32図 )

調査区中央において検出された旧河道である。

確認面のレベルは北岸で標高 5,92～6.00m,南岸で標高 6.19～6.26mである。旧河道は調査区中

央を南西―北東方向に横断しており,その方位はN-40°一Eを示す。南岸はほぼ直線的に延びてい

trl
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るが,北岸は北端部で北方向に曲がっており,SRlは 調査区の北側で彎曲すると考えられる。S Rl

の幅は約 27.00mであり,確認面から河床までの深さは約 2.07mを測る。河床南端部の標高は 4.20m,

北端部では 3.85mで あり,0.35mの比高差をもつて南から北に低くなつている。両岸の斜面は非常に

緩やかであるが,中央近くになると急傾斜で落ち込んでいる。河床の幅は 2.10～ 5,00mで あり,砂礫

層となっており,直径 0。 30mの流木が 2本確認された。埋土は第 20図 に示しているように,第 4～

15層の 16層に分層される。第 4層は近世条里型水田,第 5層は中世条里型水田,第 6層は古墳時代

の水田土壌層,第 7層は弥生時代後期～古墳時代の水田土壌層であり, SRlがほぼ埋没した後の微

低地に堆積 している。第 6・ 7層は土層断面のみであるが畦畔状の高まりが数力所検出される。第 8～

15層は縄紋時代晩期～弥生時代前期の堆積層であり,第 12～ 14層はラミナ状堆積を呈する。

遺物は,縄紋土器深鉢 (19～ 21・ 24～26・ 45。 46),同浅鉢 (22・ 23),弥生土器壺 (27～ 34,47～

49・ 54・ 55・ 72～ 85・ 121～ 123),同甕 (35～ 44・ 50～ 52・ 56～ 65・ 86～ 95・ 1あ),同高杯 (53・ 66

～68。 96～ 102),同 鉢 (69・ 109。 124),同 蓋 (103～ 108),同器台 (126),同製塩土器 (70・ 71・ ■0

～114),土師器壷 (115。 116・ 127・ 132),同奏 (■ 7・ 118・ 128～ 131),同高杯 (120・ 138～ 146),

同鉢 (119・ 135～ 187),同甑 (134),須恵器杯蓋 (147～ 153),同杯身 (154～ 157),同甦 (158),同

壷 (159。 160),同椀 (161),同甕 (162),打製石庖丁 (163～ 165),石鏃 (166),石鍬 (167),石製

円盤 (168),木製鍬 (169),柄 (170),泥除 (171),加工木 (172～ 175),加工板 (176～ 178),その

他の縄紋土器・弥生土器・土師器・須恵器片である。

第 21図は河床直上より出土した土器,第 22図は第 8層～河床出上の上器,第 23図は第 7～8層出

上の土器,第 24～26図は第 7層出上の土器,第 27・ 28図は第 6層出上の上器である。

19は直線的に外傾し, 日縁端部直下に孔を有する。21・ 23・ 25は内外面に箆ミガキを施す。22は

口縁端部内面を蒲鉾形に肥厚させ,内外面に箆ミガキを施す。

27は完形の小型壺であり,頚部に4分割で描く2条の沈線を巡らし,胴部上位に6分割で描く2条

の沈線を巡らす。胴部外面下半に精円形の黒斑がある。28～30は無紋の広日壺であり,28は 口縁端部

の下に円孔がある。29。 30は日縁部が直立したのち外傾するプ百ポーションで,頚部にわずかな段を

有する。31・ 32は櫛描直線紋と波状紋を巡らす。

35～37は 「如意状」口縁で,35・ 37の 日縁端部には刻目が施される。36に は 3条の沈線が残存

番

号 器 種
法量 (c ll)

形態・手法の特徴
色  調

胎  上

底径 器 高 外 内

綴紋 十器 深鉢 米面占ミガキ 子Ll個 島灰  10YR6/1 娼灰 10YR5/1

縄紋上器 深鉢 朴面箆ミガキ 内面箆ケズリ ロ縁端部に押圧 死喬料高 10YR6/2 牧～細砂

籟紋 十器 深 al・ 絶 2 為外面色ミガキ 淳康苦 25Y5/2 黒 25Y2/1 ～細 機

縄紋上器 浅鉢 外面箆ミガキ 内面箆ミガキ・ナデ 監反 25Y5/1 9砂

綴紋上器 浅鉢 AJ外面箆ミガキ 底面ナデ 黒掲 10YR3/1 ～細機

縄紋上器 深鉢 ミガキ・サデ 内面箆ナデ 底面未調整 黒褐 7 5YR3/1 tS 10YR5/2 倒～粗秒

縄紋上器 深鉢 内外面箆ミガキ 底面箆ケズツ 10YR5/2 rlp

(29) 内面ナデ 底面に円形の凹み 灰黄褐 10VR5/2 1褐灰 10YR5/1 rll～ 粗砂

第21図  SRl出 土遺物実測図 (1)(S:1/4)
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番

号 器 種
法量 (m

形態・手法の特徴
色  調

胎  上
魔径 器 高 外 内

弥生上器 壷 米雨ナデ 内面指頭庄滝・ナデ 沈線 天白 25Y8/2
弥牛

「
器 帯 勺外面サデ 円孔 1個 残存 だ苫福 loヽ

′R4/2 石英・長石・T・

yl閃
ィ

弥生上器 壷 外ヽ雨ナデ fLい 貢橙 10YR7

(75) 外面箆ミガキ 内面箆ミガキ・蠅ナデ ミ T5YR2/1 天贅褐 10YR5/2 石英 長 石

3, 弥生上淋 重 外面締結沈繰紋・渡状紋 内面箆ナデ ～細 Iv1/

32 (32) 休雨締結 vT繰紺・潜状紋 内雨指諏圧遠・ナデ ILい IB 75YR5/3 徴砂

33 弥生上器 壷 130 (68) 妹雨押「ギ紋・サデ 内雨サデ 石糞・長石 ,金 電 卜}

弥生上器 壷 345 175 116 卜面懐ナデ 内雨鶴ミガキ・色ナブ え黄 25Y6/2 ■砂

弥牛 卜器 奉 176 (47) 勺外面ナデ ロ縁部端部に刻 目 黒 10YR2/】 亀掲 10YR2/2 〔田砂

弥生上器 甕 182 (29) 対外面ナデ 外面に沈線 たい貢橙 10YR4/

弥生 上器 蓬 米面儀ナデ・ナデ lAl日 精函H:lIE~十 デ ロ縁端部タロ 電〃( 10YR5/1 黒褐 iOYR3/1 制礫・角関 石

弥生上器 甕 (45) 口緻端部に亥1日 外面に沈線紋
AD確 寡 FH

弥生上器 甕 260 ヽ外雨強ミガキ 「ヨ縁端部外面に刻 日 又黄4B10YR5/2 黒褐 10YR3/2 石英・長石多 ミ

(22) 勺外面箆ミガキ 底面 1方 向の箆サデ・サデ 天苦褐 10YR5/2 篭灰 25Y5/1 石葵 `ltt砂

弥生上器 甕 (32) 米面箆ナデ 内面箆ミガキ 票褐 10YR3/1

功 生ヽ上器 甕 (44) 外面摩滅 施い赤褐 5YR5/4 黒 5YR1 7/1 石英 粗砂

米面摩滅 内面サデ・指頭 l■反 ■f英・獅砂

弥生上器 甕 米面座減 内面用む毛 日 疋黄褐 iOYR6/2 島灰  10YR5/1 石英・長石多塁

SRl出土遺物実測図 (2)(S:1/4)第22図
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(第 23図 )

番

； 器 種
法 罷 (cm

形態 ,手法の特徴
色  調

胎  上
1往 氏 径 器 高 外 内

組紋 |「 器 深鉢 (48) 外雨ナデ 内面歯ミガキ B灰 7 5YR5/1 ■1砂

縄紋上器 深鉢 (45) 内外面摩滅 冊孔 l llAl 勿 量

弥生上器 lI 156 (42) 乃外面ナデ とい黄橙 10YR7イ て白10Y3/2 石英・長イ「多量

勺外面摩滅 石英 細砂

弥生上器 r ff (37) 内外面ナデ 櫛鮎沈繰紋8条 だ黄 25Y7/2 粗砂多員

前件 r,離 畜 外而サデ サi繰紋4条 内而麻滅 登 7 5YR7/6 登 5YR6/6 イf交・長イfを F.

51 弥生上を辞 疑 ホ面ナデ・亥1日 突帯 屯い焚橙  10YR6/ κ勇褐 10YIく 5/2 佃～粗砂

52 勅ヽ 生 1:器 率 h外雨庵減 外面沈繰紋 だ識褐 10YR6/2 lB標

弥生上器 I析林 82 勺外面ナデ

弥生上器 市 (18) 嵩サデ I瞼端 郎外面に3・ 4条 41位 の洗繰紋 Itい IB 7 5YR5/3 長イf角 閃イ

イ丁吏 Eイ ,・ 角FA4/

弥生上器 甕 0 (29) 胴 杵L外面刷 毛 日 内面箆ケパリ ロ縁端部浅い凹線紋 地い黄構 10YR7ナ 石央

弥4「器 森 lll・H部 内外而ナデ 「1緑端部にrtい凹繰紋 れい誌褐 loYR5/3 風イi・ 角閃石

8 (25) 勺外面摩滅 11縁端部に浅い凹繰紋

弥生 L器 甕 (41) 阿温外面吊J毛 日 内面指顔圧痕 沌ヤヽ褐 7 5YR5/3 長イi・ 角関イf

■面積ナデ 内面箆ケズリ OYR6/2

弥生上器 甕 152 lan郎外面刷 毛 日 内面指頭圧痕 ナデ 珀い紹5 75YR5/3 石英・細砂

弥牛「 器 孝 208 ltャ 褐ヽ 7 5YR5/4 営|■・rrl関 イ

弥生上器 餐 外面箆ケズリ後にナデ 底面に未貫通の孔有り 2 5YR1 7/1 i英・長イ「多塁

弥生上器 壇 47 外面笛ミガキ 内面箆ケズリ後にサデ 屯い黄褐  10Ylく 6/3 i英 `長 石多量

米面 歯 ミガキ 内面 占 ケズ リ

66 弥生上器 高杯 横ナデ 「喩 端部に浅い凹線紋 屯い褐 7 5YR5/4 三4「・角閃石

弥生 卜器 吉杯

“

い笛褐 loYR7/3 イf交 ,長 石

弥生上器 高林 卜面摩滅 内面箆ケズリ fし l lB4残 存

弥生上器 鉢 (72) 勺外面摩滅 央構 5YR8/4 唆橙 5YR3/3 石英・長石

Eイ「・角関イ

71 陶ヽ生上器 製塩上絲 42 外面箆ケズリ 内面ナブ 竜い橙 5YR6/4 ltい褐 7 5YR6/3 石英 '長 T

する。38・ 39は 「逆 L字形」口縁であり,口 縁端部には刻目が施される。38は沈線紋の多条化傾向を

見ることができる。

45。 46は縄紋土器深鉢で,46は円孔を有する。

47・ 48は無紋の広日壷であり,49は櫛描沈線紋を施す。

50・ 52イま「逆L宇形」口縁であり,櫛描沈線紋を施す。51は 「縄紋系」密であり,口縁端部から

少し下がつた位置に刻目突帯を持つ。             ′

54は口縁端部を上下に拡張させ, 日縁端部外面に 3ないし4本単位のlTF■紋が施される。55は直

立する頚部から水平方向に広がる口縁部を持ち,口縁端部は上方に拡張する。

56～ 62は肩部に最大径を持つ胴部から短く屈曲する日縁部を有し,口 縁端部は上下もしくは片側に

拡張が見られ,凹線を持つものもある。56・ 59・ 61の月同部外面は刷毛目,56・ 60の 内面は箆ケズジ,

59・ 61は指頭圧痕が施される。64・ 65は外面に箆ミガキ,内面に箆ケズリを施す。

66は杯部が外上方に浅く伸びた後,屈曲して外上方に短く立ち上がる口縁部を有する。口縁端部は

拡張し,浅い凹線を巡らす。67は浅く内湾気味に伸びた体部から屈曲して外上方に立ち上がる口縁部

を有する。68の脚部は大きく広がり,裾部は肥厚する。

69は大型の鉢で,体部から外上方に短く伸びる口縁部を有する。

72は 3条の箆描沈線を巡らす。73は長頚壷で,日縁部は横ナデが施される。74は短く直立する頚

部から受け口状の口縁部を有する。75は外上方に開く頚部と大きく広がる日縁部を有し,日縁端部は

上下に拡張し,凹線を巡らす。76・ 77は胴部から短く屈曲する口縁部を有し,日 縁端部は_L下に拡張

が見られ,凹線を巡らす。78～80は算盤玉形の胴部であり,口縁部との境や最大径部に突帯を巡らせ

る。81は押圧紋を巡らす。82は貝殻による押圧,83は櫛描波状紋・直線紋,84は箆による押圧,85
は刷毛原体による押圧が施される。

86～91は月同部から短く屈曲する口縁部を有し,口縁端部は上下に拡張が見られる。

96・ 97は浅く内湾気味に伸びた体部から屈曲して外上方に立ち上がる国縁部を有する。98～ 100は

杯部が外上方に浅く伸びた後,屈曲して外上方に短く立ち上がる国縁部を有する。口縁端部は拡張し,

浅い凹線を巡らす。101は直線的に大きく広がり,裾部はやや拡張する。102は斜行紋と3条 と2条の

沈線を巡らす。
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番

号 器 種
法量 (cla)

形態 。手法の特徴
色 調

胎  上

|コ 径 ほ 径 外 内

弥生上器 壷 吏黄褐 10YR6/2 百交・長石 角閃 T

PyTN生 上器 壷 本面積ナデ 内面積ナデ・指頭圧痕 流い褐 7 5YR5/3 ILい橙 7 5YR6/4 石英・長石・角閃石

株牛
「

器 市 (47) 屯�ヽ褐 7 5YR5/4 ぃ告緒 loYR6/ 礎▼f・ 角閃イi

弥生上器 飯 驚 4・ 外面サデ 内面ナデ・艶サデ 旧縁端H`に 凹線叔 て黄褐 10YR6/2

弥生 |「器 帯 (26) 石英 。長石・角閃石

弥生上器 重 (37) 牛面すデ 内面箆ケスリ 四縁端部に浅い凹繰釈 をい褐 7 5YR5/1 rJ革・岳石・角FA4石

弥生 七器 壷 内外雨ナデ 月同部中央に突帯 悟 10YR6/3 協灰 10YR4/1 民石・角関石

十面 r半箆ミカキ 下半すテ 内菌蒲頸 l■狼 沌い褐 7 5YR5/4 ぃ苦褐 loYR5′ F英 ,長 石・角閃石

弥生上器 重 卜面箆ミガキ 内面絞り日 指顕圧痕 顔部に突帝 れャヽ4B75VR5/4 をい黄褐 10YIく 5/ 牧砂

8 弥生上器 壷 内外 面 サテ 外 面 にIFl■ 突 語 れて 25Y5/2 石英・角 PARイ

弥生上器 蓮 (25) 外面に貝殻原体による押 l■ 竜サヽ黄橙  10YR7/3 ri交 岳石・衛 閑 イf

桃生 土器 捜 外面綸 th渡状紋・洗線紋 内面すテ 空苦搭 loYR6/3 皇褐 10YR3/1 英 長石

弥生上器 霞 朴面 上半ナテ 下半刷毛 H櫛 原体による神庄rX 鈍い黄褐 10YR5/ ff英 ,長 石・角 FARイ f

弥生土器 重 (65) 米面刷 毛 日・葛部原 ,ド による押lI紋 内面箆ケスリ・箆ナテ B 75YR4/3

76 (35) 田織郎構ナデ 月同部内外面すテ 丘い 茫き 25Y6/3 石英・長石 角閃イ「

弥生上器 甕 (59) 「1縁部横ナテ 月同部外面ナテ 内面ナテ・理ケスリ 曳黄橙  10VR6/4 微砂

弥/4‐ [器 蓬 h外面磨滅 市ヤヽ 褐  7 5YR5/4 罵黄褐 10YR5/2

弥生上器 甕 口綴郎樹 デ 1同 鵠外繭すデ 内面饉ケズリ 螂 7 5YR4/4 い苫褐 IOYR5/ 「英 長石

弥生上器 甕 (28) 勺外面磨滅 沌ヤヽ褐 7 5YR6/3

弥牛 ■器 篭
`57)

IЛ 間部外面月1手 日サテ'内面箆ケスリ い苦4B 10YR5イ 石英 長イ

弥生上器 竃 42 /1面昂可毛 日 氏面すデ 替 25Y4/2 石交 長イ子・角 PAHイ

弥生土器 密 ホ面刷毛日 内面箆ケスリ底面サテ 五しヽ黄褐  10YR4/3 rf糞 ,Eイ F・ 角 閃 イ

弥牛
「

器 姦 (49) 米繭饉ミカ
.キ

内面すデ 接今痕 い未格 5VR5/3 天褐 7 5yR5/2 イf英 長イ

弥生土器 甕 (39) 勺外面磨滅 屯い貢橙  10YR6/e ri交 微～粗砂

SRl出土遺物実測図 (4)(S:1/4)第24図
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第25図 SRl出土遺物実測図 (5)(S:1/4)

墨
lw   

帥

番

号 器 種
法 量 (m)

形態・手法の特徴
色  調

胎  上
魔 径 器 高 外

弥生上器 高杯 (34) 屯ヤヽ褐 7 5YR5/判 亀い褐 7 5YR5/3 石英・長石・角閃石

弥生 i署 高杯 (30) 口縁部積ナテ・ 体部盤ミカ・キ 月赤褐 5YR5/6 TIrい R岳 7 5YR6/3 石英・長石 .角 閃石

弥生上器 高杯 Ⅲ`褐 7 5YR6/3 石英・長石・角閃石

弥生 土器 高杯 21 4 (25) 「H縁 部横ナテ・ 日縁端部に浅い凹線紋 lfい 褐 7 5YR5/4 石葵 。長石・角関石

弥生土器 高杯 石

弥生上器 高杯 (35) 外面ナテ 内面箆ケスリ・サデ れ 褐ヽ 7 5YR6/3 竜い褐 7 5YR6/3 石葵・長石・角閃好

弥生上器 蓋 (29) 卜面サテ 指頭圧痕 内面ナテ とい橙 7 5YR6/4 Itい掲 7 5YR5/4 石英・長石・角閃イ

蓋 (32) ■面サデ 内面鳥1毛 目指頭庄拒 死苦褐 loYRS/2 石糞・岳石・角 関 石

弥生上器 蓋 ナデ・箆クスリ 内面すデ ILい章旨 7 5YR6/4 月赤褐 2 5VR5/6 石英・長イf・ 角閃石

十面ナデ 鐘ケス
イ
リ 内面鐘すテ

.

rFい黄縛loYR6/3 れいこ意搭 loYR6/ 石交・長石・角関イ

弥生上器 蓋 n 25Y8/2 石英。長イ

弥生上器 蓋 (28) 牛面艶ミカキ・箆ナデ 内面ナデ I・kり 4個 外面赤色途彩 IFい4B 75YR6/3 天黄 褐  10YR6/2 石葵・長石・角閃石

ナテ
｀

麻生上器 製塩上器 卜面箆ケスリ 内面すデ しい黄橙 10YR6/ 鼈い黄橙 10YR6/3 l・ 英 ,長 石・角閃石

牛 十器 処鮪 十B 不面饉ケス・り 内面すデ

11, 体生土器 製塩土務 3 (22) 池ヤヽ黄橙  10YR6/1 灰貢褐 10VR6/2 石英 長石

113 床生 土器 製塩 土騒 (37) 牛面箆ケス・り 内面すデ れい黄構 loYR6/` 石英 長 石

Iイ 5YR7/4 石英・長石

/OR

0           10cm

120

‖ 6  1弼

番

号 器 種
最 (cm)

形態・手法の特徴
色  調

胎  上

日径 底 径 外 内

上師器 重 1緑 It41 AlttRI手 日絡すデ 腑鵠内面指頭圧痕 指すテ 沌い褐 7 5YR5/4

上師器 壷 (43) 朴面ナテ 内面艶ケスリ �い幣 7 5YR6/4 電い黄梧 10YR6/3 Tf英 角関イ

11 ミカ'キ 刷 千 日!範 十テ・ 内面指すデ・箆ケスリ �ぃ 苦縛 loYR6ノ 敗,少

上 BIl器 費 (52) 11縁部横サデ B同部外面刷毛 日 内面ナデ 沌い褐 7 5YR5/4 ri輩・ ,ィ f角 関 イ

上師器 鉢 16 (67)
'卜

面摩滅 内面箆ケスリ 月泳褐 5YR5/6 と 5Y R6/6 石英・長石・角関イ

「 師を無 fヽ ,体 ヽ外而摩減 pl■ 3佃 協 7 5YR4/2 石交 長イ

第26図  SRl出 土遺物実測図 (6)(S:1/4)
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(第 27図 )

器
黙 種

法 景 (cm)
形態 手法の特徴

色  調
胎  土

外 内

弥生上器 E・ 298 勺外面摩滅 「,縁端部凹線紋 竹管紋2組残存 竜い黄構 10YR7/4 劣黄構 iOYR8/3 石英 長石多踏

弥生上器 篠 168 (16) h外而膝茂

(35) 7k面

'テ

・沈線 党黄補 10YR6/4 B灰 T「 英・長石・角閃石

124 弥生上器 鉢 芍外面摩滅 隻笛 25Y7/4 石交・長石

弥生上黙 底部 84 (31) 外ヽ而座減

卜面昂J毛 日・サテ 11縁端部に竹管紋8個 町1位4対 施い褐 7 5yR5/3 石英 長石

127 上8正器 革 144 (47) 11緻部摩滅 胴 部内面箆ケスリ 五い黄椎 10YR7/4 隻缶経 10YR8/3 f交 侵石

上t市器 窺 146

(3 11縁部横すデ 胴部外面刷毛 日 t符 10VIく 7/4 F交・長ri少 景

上hn器 賓 勺外面摩滅 北い縛 5YI(7/4

131 J:4h器 な (58)

'英
長石少量

(55) 霞部ナテ 月同部摩滅 剥離 沌い橙 7 5YR7/4 黄灰 25V5/1 i英 長イ

上 E� 器 甕 21 4 II縁部朝同部内面屋滅 月同部外面ナテ・・接合痕 C 75YR6/8 れヤヽ苫搭 loYR6/4

liB市器 甑 百英 角閃イ

H4 A外面摩滅 登 5YR7/6 畝争長石少縦

上Eば tr「I鉢 H6 /k面摩波 内面ナデ 栗・長 イ「・角 関 イ「

137 :anI器 鉢 ]い 貢橙 10YR7/3 F英・長イ
上師器 高杯 対外面療滅 橙 5YR7/6 登 5YR7/8 石英・長石

上8耐器 高林 角外面磨減 rfい搭 7 5VR7/3 F英 長石

師 器 Fi杯 捜貢橙 7 5YR8/4 石英・長石多量

上 B輛 器 高杯 (7 不部ナデ 脚部外面箆ケス,後 にナデ 内面箆ケズ) 炎黄 25Y3/3 F葉・長石

土師器 高杯 回部外面趨ケズリ終にサデ 内面絞り日・サデ 接合癌

「
師界 高林 面ナデ 天黄褐 10YR6/2 沌い黄橙 10YR7/2

上師器 高杯 内外面摩滅 接合痕 て白 loYR8/2

上 B市 器 高麻 米雨産滅  Al雨笛ケズリ 制砂～細礫

(57) 牛面刷毛 日 内面絞リロ ナデ 屯い黄橙 10YR7/2 地い黄橙 10Yは 7/3 石交 長イf少 景

103～ 108は蓋であり,103～ 105は平坦,106は棒状のつまみである。108はつ十三み部に快りが4ヶ

所入り,体部との境に 2条の沈線を巡らす。その沈線の付近には赤色顔料が塗られている。

109は完形の小型鉢で,平底の底部から直線的に立ち上がり口縁部に至る。

115は完形の壺で,球形の胴都から口縁部は「く」の字形に外反する。底部の器厚は非常に厚い。

胴部外面下半に円形の黒斑が見られる。1161剖同部から短く屈曲する日縁部を有する。

117・ ■8は 「く」の字形日縁である。

121は大型の壷で,日縁端部は下方に大きく拡張し,外面に凹線紋を巡らせ,竹管による押圧が見

られる。123は小型の壺で,縦と横方向の沈線がある。

126は上下に「ハ」の字形に広がる形態の器台であり,日縁端部は上下に拡張して凹線紋を巡らす。

竹管による円形押圧紋が日縁部内面に 12個 1対,日縁端部に 8個 1対が施され,土器全体としては 4

対の円形押圧紋が施されると推定できる。体部外面は凹線紋を多条に巡らす。

127～ 133の 口縁部は「く」の字形に外反する。

134は底都中央に直径 1.5 cmの 円孔を有する。

135～ 137は半球形の体部で,136の 日縁部はやや内湾する。

138～ 145は杯部下半がほぼ水平方向に伸び,脚部下位が外方に大きく屈曲する形態の高杯であり,

摩滅により調整は不明である。142の杯部は接合痕で割れており,144は接谷痕が明瞭である。

147は器高の低い杯蓋で,天丼部からほとんど稜を持たずに口縁部に至る。148は器高が高く,天
井都と口縁部の境にわずかな稜を有し,日縁部は直立気味である。149はわずかな稜を有す。150。 151

は天丼部と口縁部の境に稜を有し,日縁部は直立気味である。日縁端部はやや尖る。152・ 153は天丼

部と口縁部の境に稜を有し,日縁部は直立する。日縁端部は内面に段を持つ。153は天丼部外面に箆

記号がある。

154・ 156は水平の受け部から内傾する長い口縁部が付く。155は斜めに延びる受部から内傾する短

い口縁都が付いている。

158は最大径部に 2条の沈線と波状紋を巡らす。

159は小型の壷で,胴部外面上半と内面下位に自然釉がかかつている。160は胴部から屈曲し大き

く外反する日縁部であり, 日縁部外面に 3段の波状紋を巡らす。

161は把手を欠損する鉢であり,口縁部と体部の境に稜を有し,体部外面に波状紋を 2段巡らす。
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番

号 器 種
法量 (tl)

形態・手法の特徴
調

胎  土

底 径 無 高 外 内

菊蕉器 杯 叢 ナヂ 丈ド1 25V8/2 1 10YIく 8/2

須恵器 杯蓋 耐鉄ナデ ズ祥郎外面儀ナデ κtt N7/ 争5YR7/6 等選

須点器 杯 蓋 122 27】 ]転ナデ 疋「】N8/ 吉渓

136 N7/ 篭選

須点器 杯蓋 (31) 同転ナデ 外面に稜有り だ白 N7/ 省漂

須恵器 杯蓋 (32) ニナブ 外面に稜有り 又白 N8/ 凝

須恵器 杯蓋 咽転ナデ 天丼部外面箆タスリ・理記サ X「 l N6/ 又白 N7/ 倍選

須煮器 林身 e4) ミナデ 「1縁部内面指ナデ 体部外面下半箆ケスリ 丈ri N6/ 予漢

須恵器 杯身 (26) 可転サデ 天NN5/ 精 選

須東器 杯身
`451

里]転ナデ 体部外面下半箆ケスリ てr, 脂渓

須恵器 杯身 〔ナヂ 体鍋外面ドJ■箆ケズリ N7/

須恵器 甦 呵転ナデ 内面絞り日 指サデ 箆ナデ 波状紋 だ「1
FI N6/ 転避

須恵器 壺 面いI転ナデ 箆ケズリ 外面 に半・内面 F半 に日然釉 だri N8/ 1砂 若 T

須忠器 豆 (163) ■鏃ナデ R開 郎外雨ナデ 内面色ナデ 「1縁都波状紋 ドI N6/ 常選

須点器 椀 116 司転ナデ 月同部外面 下半箆ナテ 波状叡 丈白 Nイ / キ漂

須恵器 甕 fタタキ ロ 内面青海渡状タタキロ 文ド1 N7/ 穣

第28図  SRl出 土遺物実測図 (8)(S11/4)
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168

o            5cm

番 号 器 種 全長 (cn) 最大幅 (cm) 我大厚 (cm) 重さ(g) 材 質 特 徴

打製石庖丁 125 12 サヌカイト 両端に狭り。刃都は大尿1離面を両面から調整する

打製石庖
「

868 サヌカイト 刃部は直線 背部は湾曲。刃部は両面から調整する

打製石庖 ] 12 サヌカイト 両端に僅かな袂りを持つ

石鏃 13 サヌカイト 当基有茎式。縁辺部は両面から細かい調整を行う

打製石鍬 (103) 66 1279 サヌカイト 刃部の片面のみ摩耗し使用痕が明陳に見える

石製円盤 蛇紋岩

第29図  SRl出 土遺物実測図 (9)(S11/2)
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163～ 166。 168は第 7層,167は第 8層～河床より出土した石器である。
163は両端に挟りのある打製石庖丁であり,刃部は大剥離面を利用し,縁

辺部を両面からの調整によって刃を付ける。背部は両面からの調整により背

潰しを行う。164は直線的な刃部で背部が湾曲する形態であり,刃部は大剥

離面を利用し,縁辺部を両面からの調整によって刃を付ける。背部は両面か

らの調整で背潰しを行う。165はノト型の打製石庖丁で,両端に快りがある。

166は縁辺部に両面からの細かい調整を行い,表面には細かい調整を行 う

が裏面には平坦な剥離面がある。

167の形状は刃部が広く,基部が狭いバチ形を呈する。刃部の片面には使

用による磨滅と擦痕が見られる。

174は第 7層 ,169～ 173・ 175～178は河床直上に出上した木器である。

169は軸部を欠損する鍬身である。軸部と刃部との境が明瞭で,刃部の両

側がほぼ平行する。奈良国立文化財研究所編『木器集成図録 近畿原始編』

(1993.3)の 「曲柄平鍬CⅡ 式」である。刃部の断面形は平坦な板状で,前
面・後面の区別が不明瞭である。全面に細かい加工が施される。

170は 169の近くから出土し,柄の可能性がある。上端は全方向からの加

工が行われ,単なる棒状の柄 (『木器集成図録』の 「Ia型」)である。

171は泥除の未製品で,平面形は隅丸正方形を呈し,断面形は周囲から中

央に向かつて膨らむ笠形になる。『木器集成図録』の「泥除Ⅱ式」である。

172。 173は先端部を焼いており,174は全面を焼いている。

175は端部に加工が行われている。加工はやや不明瞭である。

176～ 178は柾目の板材であり,幅 10 cIIl前後を測りほぼ同一規模のもので

ある。全面に加工が行われている。
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第30図  SRl出 土遺物実測図 (10)
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(第 30図 )

番 号 器 種 全長 (cn) 最大幅 (cn 最大厚 (cm) 重さ(gl 材 質 特徴

平鍬 丙を欠損 ハ全 面 に細 か い 加 エ ハ柾 目

加工木 ①00) 端部を全方向から加工。柄の可能性

司ゞ慰

心

0           1 0Cm

番 み 器 種 全 長 (cn) べ中邑(cll,I競 犬〕イ(clu 重さ(gl 材 質 特徴

泥除 (355) (308) 25-4 1 空面に細かい加工を施す^板 日

第31図  SRl出 土遺物実測図 (11)(S:1/4)
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一物 01陶 175

0            1 0cm

~ 178

(≪ミ浜、
＼`

身 を

|

希 号 器 種 全長 (cШ ) 段大幅 (cm) 駿大厚 (cm) 重さ(宮 ) 材質 tl徴

加工木 (514) ミカン割り。 端部は焼かれる。

173 加 工 木 (433) (46) 端部は焼かれる

加工木 (365) 九木。全面が焼かれる。

加 工 木 (308) 125 丸木を半散。端部を加工する。

加工板 H0 hに 日。端部を斜めにLJ」 断。加工痕が若 r残る。

加 工 板 村に日。端部を斜めにりJ断。加工痕が若「 残る。

加工板 (252 Чに日。両面を加工する。

第32図  SRl出 土遺物実測図 (12)(S:1/4)
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第 4章 自然科学的分析

第 1節 東中筋遺跡の花粉化石

鈴木 茂 (パ レオ・ラボ)

ほぼ遺跡全体が旧河道にあたる東中筋遺跡においては平成 11年度および 12年度に発掘調査が行わ

れ,平成 11年度調査では流路の埋土から縄文時代晩期～古墳時代末までの遺物が出上している。また

平成 12年度調査では弥生時代後期と考えられている畦畔が検出されている。以下には旧河道より採取

された土壌試料について花粉分析を行い,弥生時代を中心とした東中筋遺跡周辺の植生変遷について

検討した。

1.試料と分析方法

分析試料は旧河道断面中央部の埋積土層 6層～14層 より採取された 10試料である。各試料につい

て,試料 1(6a層 )は黒灰褐色の砂質シル ト,試料2(7a層 )はやや粘土質の黒褐色砂質シル ト

である。試料 3,4(8層 )は黒褐色の粘土で,試料 3はややシアレト質である。試料 5(9層 )は黒色

の粘土,試料 6(10層)は黒～黒褐色の粘土で,黄灰色のシル ト小塊 (結核 ?)が点在している。試

料 7(12層 )は黒～黒褐色のシル ト質粘上で,本層においても黄灰色のシル ト小塊が少し認められる。

試料 8(13層上部)はやや泥炭質の黒～黒褐色粘土,試料 9(13層下部)はやや泥炭質の黒色砂質粘

土,試料 10(14層 )は黒色の砂質泥炭質粘土である。各試料の時代について,試料 1,2(6a層
,

7a層)が 7世紀,試料 3～ 6(8層～10層)が弥生時代後期,試料 8,9(13層 )が弥生時代前期

～中期,試料 10(14層 )は縄紋時代晩期～弥生時代前期と考えられている。また, 8層～15層が旧

河道の埋土である。なお旧河道の断面については別章を参照して頂きたい。花粉分析はこれら10試
料について以下のような手順にしたがつて行つた。

試料 (湿重約 3～ 4g)を遠沈管にとり,10%水酸化カリウム溶液を加え 20分間湯煎する。水洗後

0.511m目 の舗にて植物遺体などを取り除き,傾斜法を用いて粗粒砂などを除去する。次に 46%フ ッ化永

素酸溶液を加え 30分間放置する。水洗後,重液分離 (臭化亜鉛溶液 :比重 2.1を加え遠心分離)を行

い,浮遊物を回収し水洗する。次に,酢酸処理,続けてアセ トリシス処理 (無水酢酸 9:1濃硫酸の

混酸を加え 3分間湯煎)を行 う。水洗後,残澄にグリセリンを滴下し保存用とする。検鏡はこの残澄

より適宜プレパラー トを作成 して行い,その際サフラニンにて染色を施した。また,花粉化石の単体

標本を適宜作成し,各々に PLC.SS番号を付し形態観察用および保存用とした。

2.分析結果

検出された花粉・月包子の分類群数は樹木花粉 48,草本花粉 32,形態分類を含むシダ値物胞子 5の計

85である。これら花粉・胞子の一覧を表 1に,また主要な花粉・胞子の分布を図 1に示した。なお分

布図について,樹木花粉は樹木花粉総数を,草本花粉・シダ植物は全花粉胞子総数を基数とした百分

率で示してある。図および表においてハイフンで結んだ分類群はそれら分類群間の区別が困難なもの

を示し,ク ワ科 。マメ科の花粉は樹木起源と草本起源のものとがあるが,各々に分けることが困難な

ため便宜的に草本花粉に一括していれてある。また分布図に地質柱状図を示したが,試料 1,2は他試

料 (旧河道中央部)と は別地点 (岸寄り)よ り採取されたものであり,この柱状図は模式的に記した

ものである。

検鏡の結果,樹木花粉に特徴的な産出傾向が認められたことから3つの花粉化石群集帯 (下位より

I～Ⅲ)を設定した。

花粉帯 I(試料 9,10)は コナラ属アカガシ亜属の優占で特徴づけられる。次いで多く認められたの
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表  ■ 産 PI花 粉 イヒね 一一覧 表
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はイチイ科一イヌガヤ科一ヒノキ科 (以後ヒノキ類と略す)やコナラ属コナラ亜属で出現率は 10°/o前

後を示し,ス ギやシイノキ属―マテバシイ属 (以後シイ類と略す)が 50/O前後得られている。またサ

クラ属近似種が試料 9において約 140/0を示すなど本帯において特徴的に産出している。草本類では試

料 9において約 200/Oを 示しているヨモギ属が最も多く,次いで多いイネ科やクワ科は 10°/o前後検出さ

れている。その他,ガマ属,カヤツリグサ科,ギシギシ属,イ タドリ節,マメ科が 2試料とも 1°/oを

越えて得られている。

花粉帯Ⅱ (試料 4～ 8)はアカガシ亜属の半減とヒノキ類の増加で特徴づけられる。スギも試料 6

において出現率が約 250/Oに達するなどやや増加してお り,ツガ属やマツ属複維管束亜属 (アカマツや

クロマツなどのいわゆるニヨウマツ類)も 同様である。その他ではヨナラ亜属が 10°/。 前後の出現率を

示し,コ ウヤマキ属,ク マシデ属一アサダ属,シイ類が全試料 1°/oを越えて得られている。草本類で

はイネ科の減少傾向からの急増と,それとは対称的なカヤツリグサ科の増加・減少が特徴的である。

また I帯で最も多く得られていたヨモギ属の激減も特徴的であり,ク ワ科も減少している。その他で

は水生植物 (抽水植物)のガマ属が本帯最下部において約 70/Oを示すなどやや多く得られていたが上

位に向かい減少している。反対にオモダカ属 (抽水植物)は本帯最下部試料を除き得られ,上位に向

かい多く観察されており, ミズアオイ属 (抽水植物)も試料 5において 1°/oを越えるなど若干検出さ

れている。

花粉桔Ⅲ (試料 1～ 3)はアカガシ亜属の再びの優占で特徴づけられるが最上部試料 1では出現率

を下げている。コナラ亜属が 200/O弱 に増加してアカガシ亜属に次いで高い出現率を示しており,シイ

類やクマシデ属一アサダ属も出現率を上げている。一方ヒノキ類は急減するものの上位に向かい緩や

かな増加傾向が認められ,スギも同様である。草本類ではイネ科がさらに出現率を上げ,その後上位

に向かい出現率を下げている。反対に低率ではあるがカヤツリグサ科が増加傾向を示しており, ヨモ

ギ属も同様である。水生植物ではオモダカ属が全試料 l°/oを越え,サジオモダカ属 (抽水植物)も全

試料で認められている。その他,ガマ属, ミズアオイ属,セ リ科,オオバコ属などが若千得られてい

る。

3。 東中筋遺跡の植生変遷

これまで花粉分析の結果を示してきたが,ほぼ同試料を用いてプラント・オパール分析も行われて

おり,こ の結果も合わせ弥生時代を中心とした東中筋遺跡周辺の植生変遷について示す。

弥生時代前期 :花粉帯 Iに当たり,遺跡周辺丘陵部では稜線を中心にアカガシ亜属やシイ類を主体

とした照葉樹林が広く成立していた。またこの丘陵部では斜面を中心にヒノキ類やスギの林がみられ ,

コナラ亜属を主体にクリ属やサクラ属近似種などを交えた落葉広葉樹林も一部に成立していた。この

コナラ亜属は河川周辺の微高地にも生育していたと推測され,他にエノキ属―ムクノキ属などもみら

れたであろう。さらにこれら森林の林縁都にはケネザサなどのネザサ節型のササ類やススキ,チガヤ

などのウシクサ族が生育しており,ケネザサーススキ群落といったような草地を形成していたであろ

う。一方河川部では,水際にガマ属やヨシ属が,また岸辺にはヤナギ属や樹木と予想されるクワ科 (ヤ

マグワ?)な どが生育しており,ヨ モギ属を中心にギシギシ属やイタドリ節,ゴキゾル属―アマチャ

ゾル属などの草本類が土手などに広く分布していた。

弥生時代中期から後期 :花粉帯Ⅱに当たり,丘陵部に広く成立していた照葉樹林はやや縮小し,代

わってスギやヒノキ類の林が分布を拡大した。これについて,大阪の河内平野では弥生時代のⅢ期末

またはⅣ期初頭に黎明期を迎えた洪水時代はV期には発展期とも言うべき段階に至った制円須 1989)

と考えられている。時代はほば弥生時代の中期から後期に当たり,河内平野でみられた気象現象は当

然ながら高松市周辺にも起こつたと考えられる。この洪水あるいは多雨といつた現象で遺跡周辺の丘

陵部では土地が不安定となり,照葉樹林はその影響を受けて縮小したものと推測される。一方スギや
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ヒノキ類はこうした所にも生育が可能であり,照葉樹林が成立できなくなつた跡地に侵入し,林分を

広げたのであろう。またニヨウマツ類も同様のことで多少増加したとみられ,その他モミ属やツガ属,

コウヤマキ属などの針葉樹類がこの時期やや目立つようになつた。

この頃の河川部では次第に湿地的環境が広がり,こ こに初めガマ属やカヤツリグサ科が分布を拡大

し,続いてヨシやツルヨシなどのヨシ属が急速に増加 し,ヨ ン原といつた景観を見せるようになつた。

また一部にはオモダカ属やミズアオイ属などの抽水植物も生育しており,沈水植物のフサモ属がみら

れるような水域の存在も予想される。

本帯最上部試料においてイネのプラント・オパールが突然と多く検出されるようになり,弥生時代

後期と考えられている畦畔遺構も検出されていることなどからこの時期における水田稲作の開始が予

想される。河川部では先に記したようにヨシ原が成立していたと考えられ,水田稲作はこのヨシ原を

切り開き行われるようになつたのであろう。よつてヨシ原は急速に縮小し, ヨシ属は水田内や周辺水

路などにわずかにみられるのみとなり,カヤツリグサ科も同様である。また抽水植物のオモダカ属,

ミズアオイ属や水生シダ植物のミズフラビ属が水田雑草として水田内に生育していたであろう。

弥生時代後期～ 7世紀 :花粉帯Ⅲに当たり,周辺丘陵部では再び照葉樹林がその林分を広げた。こ

れは洪水時代後における土地の安定に起因するものと推測される。一方スギ林やヒノキ類の林は縮小

したが緩やかではあるが回復の傾向がみられ,コナラ亜属とともに二次林要素として増加 したものと

推測される。

この頃の低地部 (河サII部)では依然として水田稲作が営まれており,水田雑草としてオモダカ属や

ミズアオイ属に加え,同 じ抽水植物のサジオモダカ属や水生シダ植物のサンショウモも生育していた。

引用文献

那須孝悌 (1989)活 動の舞台 :概論.弥生文化の研究 1弥生人とその環境,雄山閣出版株式会社 ,

p.119-130。
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第 5章 調査のまとめ

第 1節 遺構の変遷

東中筋遺跡で検出した遺構を出土した遺物から時期別に分け,それぞれの時期の様相を概観し,遺

構の変遷について考えてみる。

I期  (縄紋時代晩期～弥生時代前期)

調査区中央で検出したSRlは ,河床において縄紋時代晩朋～弥生時代前期の土器が出上した。縄

紋時代晩期の土器はほとんどローリングを受けていないことから,本遺跡では遺構が確認されていな

いが,周辺に生活域があると考えられる。同一土層から土器とともに木製農耕具が出土し,現状では

水田は確認されていないが,生産域である水田の存在も考えられる。

弥生時代前期の遺構は,4基の土坑と柱穴がある。土坑はSRlの南岸に沿って単独に点在する状

態で検出された。上坑は精円形を呈し,完形ないし完形に近い土器が出上した。土器の時期は前期末

のものである。

Ⅱ期 (弥生時代後期～古墳時代)

SRlがほとんど埋没して,わずかな微低地となる時期である。遺構は北西部と南東部に柱穴が検

出され,SRlの 南岸の第6。 7層 より多量の上器が出土した。自然科学分析ではこの時期は洪水や

多雨により土地が不安定であったこと力半J明 しており,生活域の中心はより安定した南側の微高地に

あると想定できる。土層の観察によれば,第 6・ 7層 は土壌層と非土壌層に分けることができ,自然

科学分析では第6～ 8層 においてイネのプラント・オパールが多量に検出されていることから水田で

あると考えられる。

Ⅲ期 (古墳時代後期)

SRlは完全に埋没して平坦地となる。遺構としては, SDl～ 3の溝である。SDlと SD2は
平行して延びる溝で,芯芯間の距離は 1,75～ 2,00mである。

Ⅳ期 (江戸時代)

遺構はSBlと柱穴のみである。

第33図 遺 構 変 還
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第 2節 SRl出上の木製農耕具について

本遺跡では, s Rlの河床直上において平鍬 (第 30図)と泥除 (第 31図)の木製農耕具が出土
した。同じ土層から出土した上器の時期は縄紋時代晩期～弥生時代前期であることから,この木製
農耕具も当該時期のものである。奈良国立文化財研究所編『木器集成図録 近畿原始編』 (1993.3)
の分類に基づくと,169は 「曲柄平鍬CⅡ」,170は 「Ia型」である。泥除の 171は 「泥除Ⅱ式」
である。

高松平野において,縄紋時代晩期～弥生時代前期の木製農耕具を出土した遺跡は,「林 。坊城遺
跡」。「さこ。長池遺跡」と本遺跡の3ヶ 所である。林・坊城遺跡ではS R01流路A下層から諸手鍬
1′点,鍬 3′点,えぶり1点,柄付半裁木製品 2点,小型鋤状木製品 4点,柄 3点が出上し,さ こ・

長池遺跡ではS R02の河床から小型鋤状木製品 1〕煮,割材 4点が出上した。これら3遺跡の共通点
は,旧河道の河床直上からの出土という′点である。林・坊城遺跡とさこ 。長池遺跡の小型鋤状木製
品は同じ形態である。一方,本遺跡は平鍬と泥除の 2種類であり,と もに高松平野では初めての出
上である。

林・坊城遺跡と本遺跡においては,プラント・オパール分析ではイネのプラン ト・オパールが検
出されているが,水田は確認されていない。その原因として林 。坊城遺跡の報告書の中で,①集水
域である河川内の堆積物は上流域からの流れ込みなどにより再堆積 し,それに伴って遺物や微化石
が移動すること,②測 ||の形成された時代や時期決定が難しいこと,③河川の下層に埋積する縄紋
時代晩期とされる黒色粘質土中では土壌学的一般に水田耕作が行われにくいなどが挙げられてい
る。一方,さ こ。長池遺跡,さ こ。長池Ⅱ遺跡,弘福寺領讃岐国山田郡田図北地区,さ こ 。松ノ木遺
跡では弥生時代前期末以前と考えられる水田が検出されている。これらの水田は形態・規模ともほ
ぼ同一であり,立地環境は埋没自然堤防上・後背湿地である。

これらの水田が縄紋時代晩期まで遡ることが可能かどうかは,現時点では不明である。しかし,

完成された水田形態と木製農耕具の器種構成から考えると,今後高松平野の同様な地形において縄
紋時代晩期の水田が検出される可能性が高い。

第 3節 焼夷弾について

調査区中央やや北寄りにおいて, sRlを掘り下げている途

中で焼夷弾の一部が出土した。出上したのは弾頭部おもりであ

り,直径 37 cm,厚さ 5 cⅢ,重量約 30kgを測る。焼夷弾のおも
りは現在の地表面から約 lmの深さまでめり込んでおり,内側
の平坦な面を上に向けた状態で出土した。高松市内ではこれま

でも焼夷弾は数力所で見つかっている。この焼夷弾は,昭和 20

年 7月 4日 の高松空襲の際にB29よ り投下されたものである。

参考文献

奈良国立文化財研究所編

香川県教育委員会 1998

高松市教育委員会 1993

1998 『木器集成図録

『林・坊城遺跡』

『さこ。長池遺跡』

6,600m

現水田耕作土

茎
0          50cm

焼夷弾平・断面図 (S:1/20)

近畿原始編』
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